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『
更
級
日
記
』
の
長
谷
寺
記
事
と
菅
原
道
真

大
　
　
塚

　
　
誠

　
　
也

　『
更
級
日
記
』（
以
下
『
更
級
』
と
略
記
）
の
作
者
と
さ
れ
る
菅
原
孝
標
女
は
、
菅
原
道
真
直
系
の
子
孫
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
記
に

は
道
真
へ
の
直
接
的
な
言
及
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
孝
標
女
が
父
祖
道
真
を
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て
い
た
の
か
、
日
記
中
か
ら
道
真
に

関
す
る
記
述
を
見
出
し
う
る
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
先
行
研
究
で
も
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
例
え
ば
、
上
洛
の
記
の
竹
芝
伝
説
と
道
真
の
関
わ
り
を
論
じ
た
後
藤
祥
子
氏
、
継
母
上
総
大
輔
の
詠
歌
と
飛
梅
伝
説
の
関
わ
り
を
論
じ

た
田
中
喜
美
春
氏
、
日
記
中
の
漢
詩
的
表
現
と
道
真
の
関
わ
り
を
論
じ
た
張
陵
氏
、
東
国
の
笠
森
寺
等
と
道
真
の
子
孫
の
関
わ
り
を
論
じ

た
元
吉
進
氏
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
１
）

。
父
で
あ
る
孝
標
と
道
真
の
関
わ
り
を
論
じ
た
池
田
利
夫
氏
、
松
本
寧
至
氏
等
も
関
連
と
し
て
挙
げ

ら
れ
よ
う
（
２
）

。

　
本
稿
は
こ
れ
ら
の
研
究
と
軌
を
一
に
し
、
日
記
中
の
長
谷
寺
記
事
と
道
真
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
。
後
世
の
偽
書
等
ま
で
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
新
た
な
指
摘
を
試
み
た
い
。

　
以
下
、『
更
級
』
の
長
谷
寺
記
事
の
特
徴
を
押
さ
え
た
後
、
道
真
の
作
と
偽
ら
れ
た
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
等
を
考
え
併
せ
る
。
そ
の
上

で
各
寺
社
に
共
通
す
る
十
一
面
観
音
の
存
在
を
補
足
し
、
ま
と
め
と
し
て
当
時
の
天
神
信
仰
と
孝
標
女
の
問
題
を
考
察
す
る
。
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一
　『
更
級
日
記
』
の
長
谷
寺
記
事

　『
更
級
』
の
中
で
長
谷
寺
が
登
場
す
る
場
面
は
三
箇
所
あ
り
、
寺
社
と
し
て
は
、
そ
の
登
場
回
数
、
分
量
に
お
い
て
日
記
中
ト
ッ
プ
で

あ
る
（
３
）

。
日
記
で
は
長
谷
寺
は
「
初
瀬
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
Ａ�

　
母
、
一
尺
の
鏡
を
鋳
さ
せ
て
、
え
率
て
参
ら
ぬ
か
は
り
に
と
て
、
僧
を
出
だ
し
立
て
て
初
瀬
に
詣
で
さ
す
め
り
。（
中
略
）
こ
の

僧
帰
り
て
、「
夢
を
だ
に
見
で
、
ま
か
で
な
む
が
、
本
意
な
き
こ
と
。（
中
略
）（
女
）『
こ
の
鏡
を
、
こ
な
た
に
う
つ
れ
る
影
を
見
よ
。

こ
れ
見
れ
ば
あ
は
れ
に
悲
し
き
ぞ
』
と
て
、
さ
め
ざ
め
と
泣
き
た
ま
ふ
を
見
れ
ば
、
臥
し
ま
ろ
び
泣
き
嘆
き
た
る
影
う
つ
れ
り
。（
中

略
）」
と
語
る
な
り
。�

（
三
二
〇
頁
～
三
二
一
頁
）

　
Ｂ�

　
そ
の
か
へ
る
年
の
十
月
二
十
五
日
、
大
嘗
会
の
御
禊
と
の
の
し
る
に
、
初
瀬
の
精
進
は
じ
め
て
、
そ
の
日
京
を
出
づ
る
に
、（
中
略
）

（
女
）「
そ
こ
は
内
裏
に
こ
そ
あ
ら
む
と
す
れ
。
博
士
の
命
婦
を
こ
そ
よ
く
か
た
ら
は
め
」
と
の
た
ま
ふ
と
思
ひ
て
、
う
れ
し
く
頼
も

し
く
て
、
い
よ
い
よ
念
じ
た
て
ま
つ
り
て
、
初
瀬
川
な
ど
う
ち
過
ぎ
て
、
そ
の
夜
御
寺
に
詣
で
着
き
ぬ
。
祓
な
ど
し
て
上
る
。
三
日

さ
ぶ
ら
ひ
て
、
暁
ま
か
で
む
と
て
う
ち
ね
ぶ
り
た
る
夜
さ
り
御
堂
の
方
よ
り
「
す
は
、
稲
荷
よ
り
賜
は
る
し
る
し
の
杉
よ
」
と
て
、

物
を
投
げ
出
づ
る
や
う
に
す
る
に
、
う
ち
お
ど
ろ
き
た
れ
ば
夢
な
り
け
り
。�

（
三
四
一
頁
～
三
四
五
頁
）

　
Ｃ�

　
ま
た
初
瀬
に
詣
づ
れ
ば
、
は
じ
め
に
こ
よ
な
く
も
の
頼
も
し
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ま
う
け
な
ど
し
て
行
き
も
や
ら
ず
。
山
城
の
国

柞
の
森
な
ど
に
紅
葉
い
と
を
か
し
き
ほ
ど
な
り
。
初
瀬
川
わ
た
る
に
、

　
　
　
　
初
瀬
川
た
ち
か
へ
り
つ
つ
た
づ
ぬ
れ
ば
杉
の
し
る
し
も
こ
の
た
び
や
見
む

　
　
と
思
ふ
も
い
と
頼
も
し
。�

（
三
四
八
頁
）

Ａ
は
少
女
時
代
の
記
事
で
あ
る
。
母
は
、
孝
標
女
の
将
来
を
占
わ
せ
る
た
め
、
僧
を
初
瀬
の
長
谷
寺
に
遣
わ
し
た
。
こ
れ
は
、
長
谷
寺
、

石
山
寺
、
鞍
馬
寺
参
詣
を
道
中
危
険
だ
と
断
念
し
、
か
ろ
う
じ
て
清
水
寺
に
参
詣
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
他
の
寺
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社
に
比
べ
、
長
谷
寺
が
孝
標
女
の
将
来
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
形
跡
が
読
み
取
れ
る
。
ち
な
み
に
僧
は
夢
告
で
、
高
貴
な
女
性
か
ら
鏡

の
中
の
悲
し
げ
な
情
景
と
嬉
し
げ
な
情
景
を
見
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
日
記
末
尾
で
不
幸
な
老
残
の
身
を
嘆
く
述
懐
（
三
五
六
頁
）
の
伏

線
と
な
っ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
の
Ｂ
は
壮
年
期
の
記
事
で
あ
る
。
後
冷
泉
天
皇
の
即
位
に
伴
う
大
嘗
会
の
当
日
、
孝
標
女
は
長
谷
寺
参
詣
に
出
発
し
た
。
一
世
の

見
物
で
あ
る
大
嘗
会
を
よ
そ
に
出
立
す
る
孝
標
女
は
、
周
囲
か
ら
奇
異
の
目
で
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
参
詣
は
旅
程
が
非
常
に
詳

細
に
記
さ
れ
分
量
が
多
い
。
内
容
と
し
て
は
、
天
照
信
仰
（
内
裏
）
や
稲
荷
信
仰
と
関
わ
る
書
き
振
り
で
、
孝
標
女
の
出
世
栄
達
を
示
唆

す
る
夢
告
を
含
む
。
Ｂ
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
孝
標
女
の
政
治
的
意
図
を
読
み
取
る
福
家
俊
幸
氏
、
久
下
裕
利
氏
の
も
の
（
４
）

や
、

長
谷
寺
の
観
音
信
仰
と
内
裏
の
天
照
信
仰
の
連
続
性
を
推
測
す
る
松
本
寧
至
氏
、
小
内
一
明
氏
の
も
の
（
５
）

等
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
卓
見

で
あ
る
が
、
稿
者
は
こ
の
記
事
が
Ａ
と
同
じ
く
孝
標
女
の
今
後
を
示
唆
し
て
い
る
点
、
特
に
注
目
し
た
い
。

　
最
後
の
Ｃ
は
Ｂ
の
す
ぐ
後
の
記
事
で
あ
る
。
初
瀬
を
再
訪
し
た
孝
標
女
が
、
Ｂ
と
同
じ
く
御
利
益
を
頼
も
し
く
思
う
場
面
で
あ
る
。

　
右
の
Ａ
～
Ｃ
か
ら
は
、
孝
標
女
の
未
来
が
長
谷
寺
の
霊
験
に
よ
り
暗
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
類
例
は
他
の
寺
社
参
詣
に
も
あ

る
が
、清
水
寺
の
「
行
く
さ
き
の
あ
は
れ
な
ら
む
も
知
ら
ず
、さ
も
よ
し
な
し
事
を
の
み
」（
三
二
〇
頁
）
と
い
う
夢
告
や
、石
山
寺
の
「
中

堂
よ
り
麝
香
賜
は
り
ぬ
。
と
く
か
し
こ
へ
つ
げ
よ
」（
三
四
〇
頁
）
と
い
う
夢
告
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
長
谷
寺
と
比
較
し
て
茫
洋
と
し

て
い
る
。
広
隆
寺
や
鞍
馬
寺
参
詣
が
夢
告
を
伴
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
併
せ
て
も
、
長
谷
寺
が
他
の
多
く
の
寺
社
に
抜
き
ん
出
て
孝

標
女
の
人
生
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

　
長
谷
寺
の
霊
験
は
天
照
信
仰
や
稲
荷
信
仰
が
混
在
し
て
お
り
、
単
一
な
も
の
と
し
て
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
道
真
や
天
神

へ
の
意
識
を
検
討
す
る
余
地
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
節
で
は
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
等
の
、
後
世
の
い
わ
ゆ
る
偽
書
を
見
て
い
く
。
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二
　
長
谷
寺
の
縁
起
類
と
菅
原
道
真

　
後
世
の
長
谷
寺
関
連
資
料
に
は
、道
真
を
作
者
と
偽
る
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
中
で
も
成
立
が
早
い
と
さ
れ
る
『
長
谷
寺
縁
起
文
』

の
冒
頭
を
引
用
す
る
。

吾
遣
唐
大
使
中
納
言
従
三
位
兼
行
左
大
弁
春
宮
大
夫
式
部
大
輔
侍
従
菅
原
朝
臣
道
真
。
添
加
二

寺
官
一

附
二

大
安
寺
一

。
因
依
二

小
僧
之

請
一

攀
二

入
長
谷
霊
寺
一

。
爰
則
面
下

為
二

勝
絶
一

之
霊
場
上

。
…
…

右
は
「
吾
…
…
菅
原
朝
臣
道
真
」
と
、
執
筆
者
が
道
真
で
あ
る
よ
う
に
始
ま
る
。
そ
し
て
道
真
が
長
谷
寺
に
入
り
、
蔵
王
権
現
の
霊
夢
を

見
る
話
に
続
き
、
長
谷
寺
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
挿
話
が
語
ら
れ
て
い
く
。

　『
長
谷
寺
縁
起
文
』
の
末
尾
に
は
「
寛
平
八
年
二
月
十
日
　
都
維
那
僧
行
空
」
と
あ
り
、「
執
筆
」
の
項
に
再
び
「
遣
唐
大
使
中
納
言
従

三
位
兼
行
左
大
弁
春
宮
大
夫
式
部
大
輔
侍
従
菅
原
朝
臣
道
真
」
と
道
真
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
寛
平
八
年
二
月
十
日
と
い
う
日
付
は
偽
り
で
あ
り
、
後
世
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
藤
巻
和
宏
氏
は
こ
の
縁

起
文
の
成
立
を
南
都
復
興
等
を
論
拠
と
し
て
一
三
世
紀
後
半
と
し
、
上
島
亨
氏
は
興
福
寺
所
伝
等
を
論
拠
と
し
て
一
二
世
紀
初
頭
と
し
て

い
る
（
６
）

。
諸
氏
の
推
定
に
幅
は
あ
る
が
、
仮
に
一
二
世
紀
初
頭
の
成
立
で
あ
れ
ば
孝
標
女
の
時
代
か
ら
約
五
〇
年
下
っ
た
程
度
で
あ
り
、

あ
な
が
ち
に
無
関
係
と
断
ず
る
べ
き
で
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
、『
長
谷
寺
縁
起
文
』
よ
り
成
立
時
期
は
下
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
近
し
い
位
置
に
あ
る
『
長
谷
寺
密
奏
記
』
が
あ
る
。

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
神
道
的
な
記
述
が
目
立
つ
が
、『
長
谷
寺
縁
起
文
』
と
相
互
補
完
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
（
７
）

。
こ
ち
ら
も
末
尾
に
「
寛

平
八
年
二
月
十
日
」
の
日
付
と
、「
執
筆
」
と
し
て
「
遣
唐
大
使
中
納
言
従
三
位
兼
行
左
大
弁
春
宮
大
夫
式
部
大
輔
侍
従
菅
原
朝
臣
」
の

署
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
後
人
の
書
き
足
し
と
い
う
体
裁
で
「
菅
右
丞
相
入
此
山
而
曰
…
…
」
と
、
道
真
が
長
谷
寺
に
大
鳥

居
を
立
て
た
説
話
が
付
載
さ
れ
る
。『
長
谷
寺
縁
起
文
』
に
つ
い
で
注
目
さ
れ
よ
う
。
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ち
な
み
に
、
こ
の
両
書
を
踏
ま
え
て
後
に
成
立
し
た
『
長
谷
寺
験
記
』（
ま
た
は
『
長
谷
寺
霊
験
記
』）
も
あ
る
。『
長
谷
寺
験
記
』
は

大
部
で
あ
る
が
、
道
真
や
天
神
の
説
話
を
多
数
収
録
し
て
お
り
、
後
世
に
お
け
る
長
谷
寺
と
道
真
・
天
神
の
結
び
付
き
を
よ
く
示
す
資
料

で
あ
る
。

　
ま
た
、
関
連
と
し
て
長
谷
寺
の
隣
地
の
與
喜
天
満
神
社
が
挙
げ
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
孝
標
女
の
時
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
史
料

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
與
喜
天
満
神
社
は
『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
菅
原
氏
の
祖
・
野
見
宿
禰
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
と
し
て
、

そ
の
起
源
の
古
さ
を
主
張
し
て
い
る
（
８
）

。

　
以
上
、
長
谷
寺
と
道
真
の
結
び
付
き
が
確
認
で
き
る
諸
資
料
を
通
覧
し
た
。
孝
標
女
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
資
料
と
し
て
確
た
る
も

の
は
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、『
更
級
』
の
長
谷
寺
記
事
の
背
景
に
道
真
が
存
在
す
る
可
能
性
は
一
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
寺
社
縁
起
の
作
者
と
し
て
著
名
な
文
人
貴
族
が
擬
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
な
い
が
（
９
）

、
長
谷
寺
の
縁
起
類
に
道
真
が
選
ば
れ
た
こ

と
に
は
し
か
る
べ
き
経
緯
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。『
長
谷
寺
縁
起
文
』
が
成
立
す
る
以
前
か
ら
、
す
な
わ
ち
孝
標
女
の
時
代
以
前
か
ら
、
長

谷
寺
と
道
真
、な
い
し
は
天
神
を
ゆ
る
や
か
に
結
び
付
け
る
意
識
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

『
更
級
』
の
長
谷
寺
記
事
は
天
照
信
仰
や
稲
荷
信
仰
と
結
び
付
い
て
い
た
。
孝
標
女
に
関
し
て
は
、
特
に
長
谷
寺
の
信
仰
に
お
け
る
多
重

性
を
想
定
し
た
く
な
る
（
10
）

。

　
次
節
で
は
、
そ
の
道
真
と
長
谷
寺
を
結
び
付
け
る
具
体
的
な
要
素
と
し
て
、
十
一
面
観
音
を
考
え
る
。

三
　
十
一
面
観
音
、
あ
る
い
は
観
音
信
仰
を
め
ぐ
っ
て

　
長
谷
寺
は
『
三
宝
絵
』
の
「
長
谷
菩
薩
戒
」
に
よ
れ
ば
、古
く
か
ら
霊
木
を
用
い
た
十
一
面
観
音
像
を
本
尊
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

コ
ヽ
ニ
沙
弥
徳
道
ト
イ
フ
者
ア
リ
。
此
事
ヲ
キ
ヽ
テ
思
ハ
ク
、「
此
木
カ
ナ
ラ
ズ
シ
ル
シ
ア
ラ
ム
。
十
一
面
観
音
ニ
ツ
ク
リ
タ
テ
マ
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ツ
ラ
ム
」
ト
思
テ
、
養
老
四
年
ニ
、
今
ノ
長
谷
寺
ノ
ミ
ネ
ニ
ウ
ツ
シ
ツ
。
徳
道
力
無
シ
テ
、
ト
ク
ツ
ク
リ
ガ
タ
シ
。（
中
略
）
神
亀

四
年
ニ
ツ
ク
リ
終
ヘ
タ
テ
マ
ツ
レ
リ
。（
中
略
）
徳
道
、々

明
等
ガ
天
平
五
年
ニ
シ
ル
セ
ル
、観
音
ノ
縁
起
幷
ニ
雑
記
等
ニ
見
ヘ
タ
リ
。

『
三
宝
絵
』
が
引
用
す
る
「
天
平
五
年
ニ
シ
ル
セ
ル
、
観
音
ノ
縁
起
幷
ニ
雑
記
」
は
現
在
散
逸
し
て
い
る
が
、
源
為
憲
が
依
拠
し
た
こ
の

記
録
の
信
憑
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
こ
の
長
谷
寺
の
本
尊
が
十
一
面
観
音
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
道
真
と
結
び
付
き
う
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
大
宰
府
安
楽
寺
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
安
楽
寺
は
現
在
の
大
宰
府
天
満
宮
に
あ
た
り
、
道
真
が
没
し
た
地
に
お
い
て
早
く
か

ら
道
真
、
す
な
わ
ち
天
神
の
祭
祀
場
で
あ
っ
た
。『
菅
家
御
伝
記
』（
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
成
立
）
に
は
、
安
楽
寺
の
十
一
面
観
音
に

関
す
る
記
載
が
あ
る
。

安
楽
寺
学
頭
安
修
奏
状
云
、
大
宰
府
安
楽
寺
者
、
贈
大
相
国
菅
原
道
真
公
喪
葬
之
地
、
十
一
面
観
世
音
大
菩
薩
霊
応
之
處
也
、
延
喜

五
年
八
月
十
九
日
味
酒
安
行
依
二

神
託
一

立
二

神
殿
一

、
稱
曰
二

天
満
大
自
在
天
神
一

、
…

『
菅
家
御
伝
記
』
が
引
用
す
る
「
安
楽
寺
学
頭
安
修
奏
状
」
は
現
在
散
逸
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
安
楽
寺
が
十
一
面
観
音
霊
応
の
処
だ

と
あ
る
。「
安
楽
寺
学
頭
安
修
奏
状
」
が
い
つ
頃
書
か
れ
た
も
の
か
、
す
な
わ
ち
「
安
修
」
が
い
つ
頃
の
人
物
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
『
菅
家
御
伝
記
』
が
引
用
元
を
必
ず
示
す
編
纂
方
針
を
採
っ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
他
の
引
用
資
料
が
歴
史
資
料
と
し
て
信
頼
に
足
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
奏
状
の
述
べ
る
内
容
は
、
後
代
の
創
作
で
は
な
く
信
憑
性
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
菅
家
御
伝
記
』

自
体
は
孝
標
女
の
時
代
以
後
の
成
立
で
あ
る
が
、
安
楽
寺
が
十
一
面
観
音
霊
応
の
処
で
あ
る
と
い
う
伝
承
は
、
お
そ
ら
く
孝
標
女
の
時
代

以
前
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
安
楽
寺
は
、
孝
標
女
に
と
っ
て
馴
染
み
の
深
い
寺
社
で
あ
っ
た
。
孝
標
女
の
同
母
兄
弟
で
あ
る
基
円
が
安
楽
寺
の
別
当
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
、『
尊
卑
分
脈
』
や
『
安
楽
寺
別
当
次
第
』
か
ら
わ
か
る
。
後
者
の
注
に
は
「
資
忠
孫
贈
二
品
御
弟
、
孝
標
子
也
、
于
時

依
レ

無
二

長
者
子
孫
一

用
レ

之
」
と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
傍
流
の
氏
長
者
の
子
孫
が
別
当
を
務
め
て
い
た
が
、
そ
の
家
系
に
子
が
い
な
い
た
め
、

孝
標
男
の
定
義
に
氏
長
者
が
移
り
、
弟
の
基
円
が
安
楽
寺
別
当
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
同
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
も
安
楽
寺
は
有
名
で
あ
っ
た
。
宣
旨
の
作
と
伝
わ
る
『
狭
衣
物
語
』
巻
二
に
は
「
う
ち
続
き
親
た
ち

隠
れ
は
べ
り
て
後
は
、
安
楽
寺
と
い
ふ
所
に
な
ん
は
べ
り
し
」（
①
三
〇
二
頁
）
と
あ
り
、
飛
鳥
井
の
君
の
兄
僧
が
身
を
寄
せ
て
い
た
場

所
と
し
て
安
楽
寺
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
他
に
、『
経
信
集
』
一
〇
番
詞
書
の
「
往
年
参
安
楽
寺
聖
廟
…
…
憖
詠
蕪
詞
奉
呈
別
当
阿
闍
梨
に
」
や
、『
為
信
集
』
一
一
二
番
詞
書
の

「
安
楽
寺
に
ま
ゐ
り
て
、
か
ま
ど
の
山
の
け
ぶ
り
を
み
て
」
の
よ
う
に
、
大
宰
府
を
訪
れ
た
男
性
歌
人
が
安
楽
寺
に
参
詣
し
て
い
る
例
も

あ
る
（
11
）

。
半
世
代
ほ
ど
時
代
が
下
る
が
、
大
江
匡
房
な
ど
は
大
宰
帥
に
あ
っ
て
安
楽
寺
に
関
す
る
多
数
の
漢
詩
、
和
歌
を
残
し
て
い
る
（
12
）

。

　
こ
の
よ
う
に
、
安
楽
寺
は
孝
標
女
と
密
接
に
関
わ
り
、
か
つ
同
時
代
の
人
々
に
も
親
し
ま
れ
て
い
た
。
安
楽
寺
は
西
国
の
受
領
達
を
通

じ
て
、
京
で
も
意
外
と
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
然
、
孝
標
女
は
安
楽
寺
と
十
一
面
観
音
の
結
び
付
き
を
認
知
し
、
意
識

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
巻
和
宏
氏
は
後
世
の
大
安
寺
と
長
谷
寺
の
縁
起
を
め
ぐ
り
、
十
一
面
観
音
の
共
通
性
に
着
目
し
て
い
る
が
（
13
）

、

孝
標
女
と
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
安
楽
寺
と
長
谷
寺
間
に
お
い
て
着
目
さ
れ
る
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
一
節
で
見
た
よ
う
に
、『
更
級
』
で
長
谷
寺
が
抜
き
ん
出
た
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
十
一
面
観
音
の
照
応
を
通
じ
た

父
祖
道
真
な
い
し
は
天
神
の
介
在
が
、
可
能
性
と
し
て
想
定
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
の
考
察
に
併
せ
て
、
念
の
た
め
道
真
と
観
音
信
仰
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
道
真
の
著
作
か
ら
は
観
音
を
厚
く
信
仰
し
て

い
た
事
例
が
複
数
確
認
で
き
る
。
漢
詩
で
は
例
え
ば
、『
菅
家
文
草
』
一
一
七
番
の
夭
折
し
た
我
が
子
の
極
楽
往
生
を
願
う
「
南
無
観
自

在
菩
薩
。
擁
護
吾
児
坐
大
蓮
」、『
菅
家
後
集
』
四
七
八
番
の
左
遷
の
折
に
離
京
を
憂
う
「
都
府
棲
纔
看
瓦
色
。
観
音
寺
只
聴
鐘
聲
」、
同

集
五
一
三
番
の
死
期
を
悟
り
観
音
を
念
じ
る
「
此
賊
逃
無
處
。
観
音
念
一
廻
」
等
が
あ
る
。
願
文
で
は
『
菅
家
文
草
』
六
五
〇
番
の
吉
祥

院
法
華
会
願
文
に
お
い
て
、
幼
少
期
に
観
音
力
に
よ
っ
て
病
が
平
癒
し
た
と
い
う
「
発
下
奉
レ

造
二

観
音
像
一

之
願
上
。
念
二

彼
観
音
力
一

、

汝
病
得
二

除
癒
一

」
が
あ
る
（
14
）

。
当
時
の
貴
族
に
と
っ
て
観
音
信
仰
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
以
上
の
事
例
も
参
考
と
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
道
真
の
死
後
、
大
宰
府
安
楽
寺
だ
け
で
な
く
北
野
天
満
宮
で
も
観
音
が
重
要
な
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
、『
北
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野
天
満
自
在
天
神
宮
創
二

建
山
城
国
葛
野
郡
上
林
郷
一

縁
起
』（
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
成
立
）
に
見
え
る
。「
…
…
亦
依
二

託
宣
一

、
建
二

立

三
間
堂
一
宇
一

、
安
二

置
観
世
音
菩
薩
像
一
体
一

、
其
外
雑
事
累
年
多
許
矣
、
敢
非
レ

可
二

細
記
一

…
…
」
と
あ
る
が
、
北
野
社
で
は
神
託
に

よ
り
三
間
堂
に
観
世
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
た
ら
し
い
。
後
世
の
『
北
野
天
神
縁
起
』
で
は
「
さ
て
も
本
地
を
申
せ
ば
、
観
世
音
の
す
い

じ
や
く
、
十
一
面
の
尊
容
な
り
」
と
、
天
神
の
本
地
を
十
一
面
観
音
と
し
て
い
る
。
他
の
縁
起
類
か
ら
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、

あ
る
い
は
北
野
社
の
仏
像
も
十
一
面
観
音
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
長
谷
寺
と
安
楽
寺
は
十
一
面
観
音
に
よ
っ
て
照
応
し
、
他
の
道
真
に
関
す
る
事
例
か
ら
も
観
音
信
仰
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
と
後
世
の
道
真
偽
作
の
長
谷
寺
縁
起
類
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
孝
標
女
の
時
代
の
長
谷
寺
、
道
真
間
の
つ
な
が
り
が
よ
り
想
起
さ

れ
う
る
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
同
体
説
の
よ
う
な
明
確
な
教
義
と
い
う
よ
り
、
孝
標
女
や
周
辺
の
菅
原
氏
等
が
抱
い
て
い

た
、
ゆ
る
や
か
な
神
仏
信
仰
の
連
続
性
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、『
更
級
』
に
は
先
述
し
た
長
谷
寺
、
稲
荷
、

天
照
信
仰
の
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
が
確
認
で
き
る
。

　
次
節
で
は
ま
と
め
と
し
て
、
天
神
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
た
当
時
に
お
い
て
、
孝
標
女
が
父
祖
道
真
を
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て
い
た
の
か
、

な
い
し
は
『
更
級
』
の
記
述
と
道
真
と
の
関
わ
り
を
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
考
え
る
。

四
　
ま
と
め
　
―
当
時
の
天
神
信
仰
と
孝
標
女
―

　
こ
こ
ま
で
、『
更
級
』
は
道
真
や
天
神
に
関
す
る
直
接
的
な
記
述
を
持
た
な
い
が
、
長
谷
寺
記
事
は
道
真
な
い
し
は
天
神
信
仰
と
ゆ
る

や
か
に
結
び
付
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
た
。
そ
れ
は
主
に
後
世
の
縁
起
類
や
十
一
面
観
音
の
照
応
か
ら
導
か
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
父
祖
で
あ
り
な
が
ら
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
道
真
は
、
孝
標
女
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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道
真
は
、
死
後
朝
廷
に
祟
る
存
在
と
し
て
畏
怖
の
対
象
で
あ
り
な
が
ら
、
天
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
次
第
に
菅
原
氏
の
氏
神
や
国
家
安
寧

の
神
と
し
て
、
広
く
信
仰
を
集
め
る
存
在
と
な
っ
た
。
孝
標
女
の
時
代
に
は
、
天
神
（
道
真
）
は
既
に
信
仰
の
対
象
と
し
て
、
朝
廷
や
貴

族
達
の
間
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
ら
し
い
。
並
木
和
子
氏
、
袴
田
光
康
氏
等
に
よ
れ
ば
、
摂
関
家
で
あ
る
藤
原
師
輔
が
北
野
社
を
厚
く
信

奉
し
た
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
特
に
道
長
の
代
以
降
、
摂
関
家
の
子
孫
が
北
野
社
に
毎
年
神
馬
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
る
等
、
施
政
者
と

天
神
信
仰
は
結
び
付
い
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
15
）

。

　
ま
た
、
当
時
の
文
人
貴
族
達
も
道
真
・
天
神
を
信
仰
し
、
多
く
の
詩
文
を
作
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、『
本
朝
文
粋
』
等
に
収
め
ら
れ

て
い
る
詩
序
等
か
ら
は
そ
れ
が
よ
く
う
か
が
え
る
（
16
）

。

　
孝
標
女
は
こ
の
よ
う
に
天
神
信
仰
が
世
に
広
ま
っ
た
時
代
を
生
き
た
。
そ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
彼
女
は
自
身
が
道
真
直
系
の
子
孫
だ

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
彼
女
は
な
ぜ
日
記
中
に
そ
れ
を
直
接
記
述
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
出
来
す

る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
道
真
は
単
な
る
父
祖
で
は
な
く
、
朝
廷
に
祟
り
、
ま
た
朝
廷
を
守
護
す
る
天
神
と
い
う
、
特
殊
な
存
在
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
道
真
は
天
神
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
家
系
を
露
骨
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、
菅
原
氏
の
文
人
貴
族
や
神
職
な
ら
ば
と
も
か
く
（
17
）

、

仮
名
文
芸
に
携
わ
る
一
介
の
女
房
と
し
て
は
タ
ブ
ー
の
意
識
が
は
た
ら
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
清
少
納
言
は
『
枕
草
子
』
中

で
歌
人
の
家
系
を
謙
遜
し
て
い
る
が
、
孝
標
女
に
と
っ
て
は
同
じ
よ
う
な
話
題
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、
日
記
中
の
道
真
関
連
の
記
述
は
、
作
者
に
よ
っ
て
意
図
的
に
韜
晦
さ
れ
た
形
か
、
作
者
の
意
図
し
な
い
形
で
現
れ
る
は
ず

で
あ
る
。『
更
級
』
の
長
谷
寺
記
事
は
先
述
の
通
り
日
記
中
の
「
孝
標
女
」
の
未
来
を
暗
示
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
霊
験
あ
ら
た
か

な
父
祖
道
真
が
介
在
す
る
箇
所
と
し
て
は
、
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
孝
標
女
は
物
語
作
家
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
く
、
著
作
と
伝
わ
る
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
は
渡
唐
す
る
主
人
公
が
描
か
れ
る
。
ま
た
同

じ
く
著
作
と
伝
わ
る
『
夜
の
寝
覚
』
に
は
道
真
歌
の
引
用
と
さ
れ
る
表
現
が
あ
る
（
18
）

。
今
後
も
孝
標
女
の
著
作
か
ら
道
真
の
存
在
を
広
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く
探
求
し
、
そ
の
意
義
を
考
究
し
た
い
。

※�

引
用
は
、『
更
級
日
記
』
は
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
に
、
歌
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
、『
三
宝
絵
』
は
「
新
日
本
古
典
文
学

大
系
」
に
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
、『
北
野
天
満
自
在
天
神
宮
創
建
山
城
国
葛
野
郡
上
林
郷
縁
起
』

（『
北
野
天
神
御
伝
幷
御
詫
宣
等
』
所
収
）『
菅
家
御
伝
記
』『
安
楽
寺
別
当
次
第
』
は
「
神
道
大
系
」
に
、『
北
野
天
神
縁
起
』
は
「
日

本
思
想
大
系
」
に
、『
長
谷
寺
縁
起
文
』
は
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
に
、『
長
谷
寺
密
奏
記
』
は
内
田
澪
子
「
内
閣
文
庫
本
『
長
谷
寺
蜜

奏
記
』
―
翻
刻
と
解
説
―
」（『
国
文
論
叢
』
第
三
二
号
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。

注（
１
）�

後
藤
祥
子
「
更
級
日
記
の
作
者
と
東
国
―
竹
芝
伝
説
の
周
辺
―
」（
木
村
正
中
編
『
論
集
日
記
文
学

　
日
記
文
学
の
方
法
と
展
開
』
笠
間
書
院
、

一
九
九
一
年
四
月
）。
田
中
喜
美
春
「
招
誘
歌
の
深
滞
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
七
巻
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）。
張
陵
「『
更
級

日
記
』
と
漢
文
学
に
つ
い
て
の
一
試
論
―
景
物
描
写
を
中
心
に
―
」（『
国
語
国
文
』
第
七
九
巻
第
七
号
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）、
元
吉
進
「
更

級
日
記
と
上
総
国
笠
森
観
音
」（『
学
苑
』
第
九
〇
三
号
、
二
〇
一
六
年
一
月
）。

（
２
）�

池
田
利
夫
「
菅
原
孝
標
像
の
再
検
討
―
更
級
日
記
と
の
関
連
に
於
て
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
五
巻
第
七
号
、
一
九
七
八
年
七
月
）、
松

本
寧
至
「
菅
原
孝
標
は
同
行
し
な
か
っ
た
―
『
扶
桑
略
記
』
竜
門
寺
参
詣
記
事
新
解
―
」（『
古
代
文
化
』
第
三
一
巻
第
四
号
、
一
九
七
九
年

四
月
）。

（
３
）�

ち
な
み
に
、
日
記
中
に
頻
出
す
る
寺
社
の
登
場
回
数
は
、
長
谷
寺
、
広
隆
寺
（
太
秦
）
が
と
も
に
三
回
で
あ
り
、
関
寺
、
清
水
寺
、
石
山
寺

が
二
回
で
あ
る
。

（
４
）�

福
家
俊
幸
「『
更
級
日
記
』
の
初
瀬
詣
で
考
―
御
禊
の
日
に
出
立
し
た
意
味
」（『
中
古
文
学
論
攷
』
第
一
一
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
）、
久

下
裕
利
「
迷
走
す
る
孝
標
女
―
石
山
詣
か
ら
初
瀬
詣
へ
―
」（
福
家
俊
幸
・
久
下
裕
利
編
『
王
朝
女
流
日
記
を
考
え
る
―
追
憶
の
風
景
』
武
蔵

野
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

（
５
）�

松
本
寧
至
「
母
一
尺
の
鏡
を
鋳
さ
せ
て
―
『
更
級
日
記
』
と
長
谷
寺
信
仰
―
」（『
国
学
院
雑
誌
』
第
八
〇
巻
第
四
号
、
一
九
七
九
年
四
月
）、
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小
内
一
明
「「
あ
ま
て
る
御
神
を
ね
む
し
ま
せ
」
の
夢
―
更
級
日
記
解
釈
私
見
―
」（『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究
』
第
二
号
、

一
九
八
二
年
三
月
）。

（
６
）�
藤
巻
和
宏
「『
長
谷
寺
縁
起
文
』
天
照
大
神
・
春
日
明
神
誓
約
譚
を
め
ぐ
っ
て
―
第
六
天
魔
王
の
登
場
と
『
長
谷
寺
密
奏
記
』
と
の
照
応
―
」（『
国

文
学
研
究
』
第
一
二
七
集
、
一
九
九
九
年
四
月
）、
藤
巻
和
宏
「『
長
谷
寺
験
記
』
成
立
年
代
の
再
検
討
―
長
谷
寺
炎
上
と
「
行
仁
上
人
記
」
―
」

（『
国
文
論
叢
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）、
藤
巻
和
宏
「
菅
原
道
真
仮
託
の
縁
起
―
大
安
寺
と
長
谷
寺
―
」（『
巡
礼
記
研
究
』
第
四
集
、

二
〇
〇
七
年
九
月
）
等
、
上
島
享
「
中
世
長
谷
寺
史
の
再
構
築
」（『
国
文
論
叢
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）。
よ
り
先
行
す
る
諸
説
は
、

藤
巻
論
文
の
一
つ
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
久
下
裕
利
「
大
望
祈
願
の
物
詣
―
石
山
詣
か
ら
初
瀬
詣
へ
―
」（『
更
級
日
記
の
新
世
界
』

武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
に
は
「
菅
原
道
真
が
著
わ
し
た
と
も
知
ら
れ
る
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
に
は
長
谷
寺
の
十
一
面
観
音
の
本
地
垂

迹
が
語
ら
れ
、
こ
の
観
音
が
天
照
大
神
と
の
一
体
と
も
喧
伝
さ
れ
て
い
る
時
代
状
況
が
あ
り
…
…
」
と
あ
る
が
、
成
立
時
期
等
を
よ
り
慎
重

に
勘
案
す
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）�

前
掲
（
６
）
藤
巻
論
文
一
つ
目
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）�

與
喜
天
満
神
社
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
多
く
な
い
が
、
例
え
ば
岩
城
隆
利
「
長
谷
寺
と
与
喜
天
神
社
と
連
歌
」（『
大
和
文
化
研
究
』
第
五

巻
二
号
、
一
九
六
〇
年
二
月
）、
横
田
隆
志
「『
長
谷
寺
験
記
』
か
ら
見
え
る
も
の
―
与
喜
天
神
縁
起
を
中
心
に
―
」（『
日
本
文
学
』
第
五
四

巻
第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）
等
が
あ
る
。

（
９
）�

竪
田
修
「
寺
院
縁
起
の
研
究
」（『
日
本
古
代
信
仰
と
仏
教
』
法
蔵
館
、
一
九
九
一
年
）
等
。

（
10
）�

ち
な
み
に
中
世
に
な
る
と
、
長
谷
寺
は
よ
り
多
彩
な
信
仰
を
併
せ
持
つ
場
と
な
る
。
逵
日
出
典
「
長
谷
寺
に
み
る
天
神
信
仰
」（『
長
谷
寺
史

の
研
究
』
古
代
山
岳
寺
院
の
研
究
一
、
巌
南
堂
書
店
、
一
九
七
九
年
）、
吉
川
宗
明
「
与
喜
山
（
奈
良
県
桜
井
市
）
山
中
の
「
磐
座
」
を
探
し

求
め
て
」（『
岩
石
を
信
仰
し
て
い
た
日
本
人
―
岩
神
・
磐
座
・
磐
境
・
奇
岩
・
巨
石
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
研
究
―
』
遊
タ
イ
ム
出
版
、

二
〇
一
一
年
）
等
。

（
11
）
ち
な
み
に
時
代
は
遡
る
が
、『
大
弐
高
遠
集
』
一
七
五
番
詞
書
に
は
「
三
月
三
日
安
楽
寺
花
宴
日
、僧
都
元
真
の
も
と
に
い
ひ
や
り
し
」
と
あ
る
。

（
12
）
小
峯
和
明
「
大
江
匡
房
―
大
宰
府
時
代
か
ら
―
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
五
巻
第
一
〇
号
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）。

（
13
）
前
掲
（
６
）
藤
巻
論
文
の
三
つ
目
。

（
14
）
川
口
久
雄
校
注
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
七
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
の
六
〇
〇
頁
の
注
。

（
15
）�

並
木
和
子
「
摂
関
家
と
天
神
信
仰
」（『
中
央
史
林
』
第
五
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）、
袴
田
光
康
「
光
源
氏
の
流
離
と
天
神
信
仰
―
「
須
磨
」・
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「
明
石
」
巻
に
お
け
る
道
真
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
秋
澤
亙
・
袴
田
光
康
編
『
源
氏
物
語
を
考
え
る
―
越
境
の
時
空
』
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
三
、

武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

（
16
）�
前
掲
（
12
）
小
峯
論
文
。
吉
原
浩
人
「「
文
道
の
大
祖
」
考
―
学
問
神
と
し
て
の
天
神
の
淵
源
」（『
日
本
に
お
け
る
「
文
」
と
「
ブ
ン
ガ
ク
」』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）。

（
17
）�

例
え
ば
、
託
宣
に
よ
っ
て
道
真
に
官
位
が
追
贈
さ
れ
る
際
、
菅
原
幹
正
は
勅
使
に
任
じ
ら
れ
（『
小
右
記
』
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
六
月
二
五

日
条
）、
後
日
藤
原
道
兼
の
見
た
夢
告
を
聞
い
た
際
に
は
「
甚
だ
恐
ろ
し
い
。
感
慨
無
量
で
あ
り
、
道
真
が
太
政
大
臣
の
地
位
を
欲
す
る
こ
と

は
私
が
思
っ
た
通
り
で
あ
り
神
異
を
知
っ
た
」
と
い
う
旨
を
語
っ
て
い
る
（『
小
右
記
』
同
年
閏
一
〇
月
六
日
条
）。
ま
た
、
近
く
は
父
孝
標

が
竜
門
寺
の
門
に
書
か
れ
た
道
真
の
「
神
筆
」
に
仮
名
文
を
添
え
書
き
し
て
不
評
を
買
っ
て
お
り
（『
扶
桑
略
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）

一
〇
月
一
九
日
条
）、
前
掲
（
２
）
両
論
文
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）�

石
川
徹
「
夜
半
の
寝
覚
は
孝
標
女
の
作
と
思
う
」（『
王
朝
小
説
論
』
新
典
社
、
一
九
九
二
年
）。

〈
付�

記
〉
本
稿
は
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
秋
季
大
会
（
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
九
日
、
於
早
稲
田
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
発
表
及
び
成
稿
に
際
し
て
、
御
意
見
・
御
教
示
を
頂
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


